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不登校対応アドバイザー資格取得（全国 Web カウンセリング協議会） 













































修士論文予備審査数：17 名  修士論文本審査数：17 名 
博士論文予備審査数：1名   博士論文本審査数：1名 
卒業研究指導では，講座長として講座所属の学生全員（9名）の卒論を直接間接に指導した．この卒業生の内，３
名が岩手県立大学の大学院に進学した． 
研究室の研究に対する学会等学外からの表彰では，NTCIR-10 に IWAPU チームとして参加し優秀な成績を修めた．ま
たこの功績により，同チームが平成 25 年度岩手県立大学学長奨励賞を受賞した． 
研究科内の院生の指導では 1名の博士後期課程の院生を，17 名の博士前期課程の院生を主副指導し，学位論文審査
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1) 2010 年～現在音声ドキュメント処理ワーキンググループ副主査 
2) 平成 21 年度～平成 25 年度 日本音響学会東北支部会計幹事補佐，会計幹事, 庶務幹事補佐, 庶務幹事，監査役
3) 人工知能学会 評議員，査読委員 
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[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
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IT 体験教室: 2 件 
(d) 産学連携 
リエゾン－I マッチングフェア 2013 出展 
(e) 学会などにおける活動 
電子情報通信学会，情報処理学会，人工知能学会，システム制御情報学会 各会員 
(f) その他 
該当なし 
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[主な業績］ 
 並列分散パラメータフリー遺伝的アルゴリズムにおけるトポロジーと移民法の検討 
パラメータ設定不要な遺伝的アルゴリズムの並列分散化手法について，提案手法である移民交叉法について，
その有効性を検証するとともに，利点・欠点についても明らかにした． 
 進化計算を利用したテンプレートマッチングの高速化の検討 
粒子群最適化を利用した画像のテンプレートマッチングにおいて，アクティブ探索法の手法を組み込むことに
より，従来手法よりも処理を高速に行うことができることを確認した． 
 進化計算による画像分割問題の検討 
野鳥検索を題材に，その基盤となるシステムを構築した．これは物体検出，画像分割，野鳥検索の 3 要素から
なるシステムである． 
 物体認識における画像処理フィルタの進化計算による自動構築 
物体認識の画像処理フィルタ自動構築に，進化計算を利用手法について，入力情報を増やす方法について検討
した． 
 
  
